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論 文 内 容 の 要 旨

〔目 的〕

角 質細 胞間脂 質， なか でも セラ ミ ドは角 層で の水分

保 持 機 能
，

バ リ ア ー 機 能 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る
．

そ こで乾 燥症 状を 呈する 皮 膚疾 患の好 発部 位や 症状 の

季 節 的 変 動 と セ ラ ミ ド量 と の 関 連 を 明 ら か に す る た め

に， 健 常 人 の 種 夜 の 部 位 で 夏 季， 冬 季 の セ ラ ミ 汽 の 定

量 的 解 析 を 行 っ た
．

〔対 象お よ び方法〕

２５～３７歳 ま で の 健 康 成 人五１名 （男 ６ 名
，

女 ５ 名） の

１５カ 所 （前 額
，

上 胸 部
，

上 菅 部， 腹 部， 上 腕 伸 側， 肘

窩，
前 腕 伸 側

，
前 腕 屈 側

，
手 掌

，
手 背

，
犬 腿 屈 側

，
下

腿 屈 側
，

下 腿 伸 側
，

足 背
，

昆 底） よ り 夏 季 （１９９０年 ６

～ ７ 月） お よ び 冬 季 （１９９０年１１～１２月） に シ ア ノ ア ク

リ レ ー ト 樹 脂 で角 層 を 剥 離 し
，

脂 質 抽 出 後，ＨＰＴＬＣ に

て 解 析し， 脂質 重量／乾燥 角質 重量 を算 出 した．

〔結果〕

セラ ミ ド量の 季節 的変 動で は， 夏季に 比較 し冬 季に

若 干 上 昇 す る 傾 向カミほ と ん ど の 部 位 で 観 察 さ れ 花
．

部

位別 差異 に関 しては， 夏 季に は肘 窩で高 値 が得ら れた

以 外 に は 顕 著 な 差 は み ら れ な か っ た
．

一 方 冬 季 に お い

て は， 体 幹 ＞ 上 肢 ＞ 下 肢 の 順 に 低 く，
有 意 差 を 認 め た

．

脂 腺系脂 質 は， ほ と ん どの 部位 で冬季 に 比較 し夏季

に 高 値 を 呈 し， い ず れ の 季 節 に お い て も 前 額 部カミ最 も

高 値 を 示 し 花
．

〔考察〕

今 回 の 検 討 か ら
，

健 康 成 人 に お け る セ ラ ミ ド 量 は 各

部 位 ご と に は
，

季 節 に よ る 量 的 変 動 は 明 ら が で は な く
，

季 節 を問わ ず保 湿な ら びにバリ アー 機能 維持 に寄 与 し

て い る こ と が 示 さ れ た
．

し か し 部 位 間 の 比 較 で は 夏 季

に 比 べ 冬 季 に は
，

体 幹 お よ び 上 肢 と 下 肢 と の 間 に は 量

的差 異が顕 著に みら れ， 健康 成人 にお いても 冬季 の乾

燥 した環境 下 におい て は， 下 肢に 乾皮症 を 発症 しやす

い 事 実 を 説 明 す る 所 見 と 考 え た
．

一 方
，

ア ト ピ ー 性 皮

膚炎 の好 発部 位， 冬 季増 悪傾 向と の関連 性 は見 出池 な

か っ たカミ
，

こ れ は 健 康 成 人 で の セ ラ ミ ド の 分 布 と 遺 伝

的素 因に 基づ く疾 患で あるア ト ピー性 皮膚 炎患 者で の

そ れ と は 必 ず し も 一 致 し な い た め と 考 え た
．

脂 腺系 脂質 は冬 季に 低下 し， 保 湿機 能へ の関 与は 低

い と 思 わ れ た
．

〔結論〕

健康 成人に お いて加 齢に 伴い 下肢 に好発 する 乾皮 症

は口 冬 季 に 顕 著 に み ら れ る セ ラ ミ ド の 部 位 に よ る 量 駒

差 異 が 一 因 で あ る と 考 え 花
．
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セラ ミ ドは皮 膚の 保湿 能お よび バリ アー機 能 に重要 な役 割を 果た し， 乾燥 症状 を呈 する 皮膚疾 患 での 病因 的

意義 淋注 目さ れてい る． 本研 究 では， 健康 成人１１名 にお いて全 身よ り 夏季お よ び冬季 に角 層を 剥離 し， セ ラミ

ド お よ び 脂 腺 系 脂 質 の 定 量 を 行 っ た
．

そ の 結 果
，

セ ラ ミ ド の 季 節 に よ る 量 的 変 動 は 明 ら か で は な か っ たカミ
，

夏

季より 冬季 に体 幹お よ び上肢 と下 肢と の間 にセラ ミ ド量の 顕著 な量 的差 異カミみら れ， 冬季 の乾 燥した 環境 下１こ

おいて は， 健康成 人に おい ても 下肢カミ乾 燥 しや す い状態 にあ るこ とカ添 さ れ， こ れ輝 冬季 に高 齢者 の下 肢に 好

発 す る 乾 皮 症 の 一 因 で あ る こ と を 明 ら か に し た
．

臨 床 上 ・ 学 術 上 価 値 あ る 論 文 と 認 め る
．
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発行）吉川 伸子， 芋川 玄爾， 秋元佳 代 子， 神 久

美
，

檜 垣 祐 子，
州 島 眞

副論文公表誌
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１ｉｐ１ｄｓｉｎ ｘｅｒｏｓｉｓ ａｎｄ ａｓｔｅａｔｏｔｉｃ ｅｃｚｅｍａ （乾 皮

症 皮 脂欠 乏性 湿疹 にお ける角 質細 胞 間脂質 の

定 量 的 解 析）
．
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芋川 玄爾
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